
「情報Ⅰ」学習指導案 

 

１ 日 時 場 所    令和６年 12月 18日（水）２校時 産振棟２階パソコン室 

 

２ 対 象    情報イノベーション科１年５組 39名 

 

３ 単 位 数    ２単位 

 

４ 教 科 書    実教出版「最新情報Ⅰ」（情報Ⅰ705） 

 

５ 指 導 者    教諭 荻迫 幸輔  教諭 牧瀬 進也 

 

６ 生徒観及び指導観 

  当該クラスは全体的に真面目で素直な生徒が多く、学習内容に対してより多くのことを学ぼうとする意欲がある。

入学当初に実施したアンケートでは「（3）学習したことを現在の家庭生活に役立てられるようになりたい。」が 83.7％、

「（26） 学習したことを将来の生活に役立てられるようになりたい。」が 85.9％と前向きな回答をしており、自発的に

研究し発展的に学ぼうという姿勢を持っている。しかし、同アンケートで「（27） 課題に取り組むときは、だいたい

自分の思い通りに失敗せずに解決できる自信がある。」が 50.9％と新しいことに挑戦することに対して不安を持つ生

徒が約半数おり、「（82）人と話すとき、相手が何を知りたがっているか考えないほうである。」の項目では 59.8％が他

者からの評価に対して自信を持てないということもあり、指導項目ごとに生徒が何を求めているのかを具現化する等、

丁寧な指導が求められる。 

 

７ 単元名及び指導項目 

(１) 単元名 第２章 メディアとデザイン ３節 情報デザインの実践 

(２) 指導項目 

１ 文書の作成 ２ プレゼンテーション ３ Webページ 

 

８ 単元の目標 

(１) デザインの基本、色彩、ユニバーサルデザイン、アクセシビリティについて学ぶ。 

(２) 身の回りにある、文字や音声、図やイラストによる情報で使われている工夫について学ぶ。  

 

９ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報を公開する目的で、Webページを

作成することができる。 

情報デザインを配慮した Web ページ

を作成し、情報を公開することができ

る。 

Webページの公開にあたって、情報伝

達の目的に適合するコンテンツ制作

に努め、試行錯誤しながら個人やグル

ープのコンテンツ制作の技能を高め

ようとしている。 

 

10 本時の目標 

 （１） 情報を適切に活用する方法について理解する。 

（２） 生成 AIを活用した Webページ作成・公開の方法について理解する。 

   

11 本時における観点別学習状況の評価 

評価 A B C 

状況 十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する 

【
知
・
技
】 

生成 AI を活用した Web ページの作

成・公開方法についてきちんと理解

している。 

生成 AI を活用した Web ページの作

成・公開方法についておおむね理解

している。 

生成 AI を活用した Web ページの作

成・公開方法について理解していな

い。 

 

 

 



評価 A B C 

【
思
・
判
・
表
】 

情報を適切にデザインするための

方法を明確に説明することができ

る。 

情報を適切にデザインするための

方法を説明することができる。 

情報を適切にデザインするための方法

を説明することが全くできない。 

【
態
度
】 

情報を適切にデザインするための

方法について自ら学び、主体的か

つ協働的に、粘り強く考え、よりよ

い解決方法を考察し、周囲をサポ

ートしながら取り組んでいる。 

情報を適切にデザインするための

方法について自ら学び、主体的か

つ協働的に取り組んでいる。 

情報を適切にデザインするための方法

について自ら学び、主体的かつ協働的

に取り組む態度が不十分である。 

※ 評価の観点欄の【知・技】は…知識・技能、【思・判・表】…思考・判断・表現、【態度】…主体的に学習に取り組

む態度、それぞれの観点を示す。 

 

12 本時の展開 

課程 時間 生徒の活動 教師の活動と指導上の留意点 評価の観点 

導 

入 

５分 〇これまでの学習内容を確

認する。 

 

 

〇本時の目標を確認する。事

前に作成したワークシート

の内容を確認する。 

〇Life is Tech Lessonを使用し復習させる。Web

サイトに必要な情報を目的に合わせて取捨選択す

ることを理解させる。 

 

〇生成 AI を活用し、生徒が作成した旅行プランを

WEB ページに公開するため必要な情報の選択につい

て学ぶことを確認する。生徒・職員間で感想や意見

等の情報を共有するために LIVEQを活用する。 

【知・技】 

前時の内容が

理解できてい

るか。 

 

【態度】 

学習内容に関

心を持ち主体

的に取り組も

うとしている

か。 

展 

開 

① 

20 

分 

〇旅行プランを生成 AI を活

用し、Googlesheet で作成す

る。 

 

〇作成した内容はハルシネ

ーション（誤情報）を含むこ

とがあり、ファクトチェック

が必要なことを確認する。 

〇前時に生徒が各班で検討した旅行プランについ

てChatgptを使用し作成することでプロンプトの作

成を実践する。作成した内容は生徒間で他者参照で

きるようGoogleclassroomに共有リンクを作成させ

る。 

 

〇作成した旅行プランを PDF化し、Create a GPTに

読み込み、各自で質問をしてみる。その際に想定し

ていなかった回答等がないか確認する。また内容を

再度検討するためにGoogleSlideに自由に記述させ

る。 

【知・技】 

生成 AIを理解

し活用できて

いるか。 

【思・判・表】 

作成した旅行

プランを評

価・改善する

ことができた

か。 

【態度】 

ICT 機器を主

体的かつ協働

的に活用する

ことができた

か。 

展 

開 

② 

15分 〇旅行プランを再検討し、各

自の旅行プラン紹介サイト

を Googleサイトで作成する。 

 

〇ICT機器の活用について促す。 

・VRゴーグルを用い、Googleearthから旅行地を見

学し、作成に役立たせる。 

・IMac で Firefly(Adobe 社)、Canva 等を使用し、

Webサイトに使用する画像を生成させる。 

・生徒配布のタブレットを使い、他の生徒が作成し

た旅行プランのアイデア等を参考にさせる。 

ま 

と 

め 

10分 〇生成 AIについて確認する。 

 

 

 

〇次時の予告 

〇生成 AI は効率的に情報を収集できたり、コンテ

ンツの生成をしてくれたりするため、ビジネスにお

いて非常に効果的なサービスであり、誤情報を含ん

でいることを理解させる。 

 

〇旅行プランを紹介する Webページを作成、公開す

ることを確認する。 

【態度】 

学習内容に関

心を持ち、主

体的かつ協働

的に取り組む

ことができた

か。 

 



別紙資料１ 

 



別紙資料２ 

 



別紙資料３ 

旅行プラン作成ワークシート（記入例） 

 



 
 



 
 

 

 








